
幼少児の健康づくりシステム 
  

 

 
 

 

 

― 体格、体力、生活の充実を願って ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児版 児童版 生徒版 

すこやかキッズカードのススメ 

 

子どもたちの基礎体力・運動能力は、 

年々、低下傾向をたどっています。その原因 

には、戸外あそびから室内あそび（テレビゲー 

ム）へのシフトや自動車の利用などによる運動不 

足、夜型生活による睡眠不足、朝食欠食の増加な 

どが、あげられます。これに歯止めをかけ、健康 

的な生活を送れるように支援するには、子どもた 

ちの生活や体力などの実態を的確に把握し、最適 

な解決策を講じることです。そのために、教育者･ 

指導者の皆様に、子どもたちの体力や生活実態 

をはじめとする健康データの分析結果をわか 

りやすくご提供するとともに、保護者､子ど 

も本人向けにもアドバイスを入れた個別 

健康カード「すこやかキッズカード」 

をご提供いたします。 

児童（低学年）の体格・体力･健康生活版 

すこやかキッズ体力研究会 
www.skitai.org 



図８－１　睡眠時間の人数割合（男子）
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●からだの成長・発達を、体格、体力、健康生活の３つの側面からみます。 

・体格は、身長と体重のバランスをみます。 

・体力･運動能力は、文部科学省新体力テスト実施要項による８項目あり､実施可能な項目を選択できます。 

・健康生活は、健康の３条件である休養(睡眠)、栄養(食事)、運動(あそび)､および身体の活性度をみます。 

●個人ごとに、前回の調査・測定結果との比較を行えます。 

大切なことは、子ども一人ひとりの体力・運動能力や健康生活面の変化を具体的に把握し、心身の向上に

役立てる資料にすることです。子どもにとって伸び盛りの大切な時期に、子どもの良い点を伸ばし、問題点

や弱いところを改善していきましょう。 

●個人ごとに、アドバイスを入れた「すこやかキッズカード」を提供します。 

子どもの健康づくりにもっとも大切なことは、家庭で親子いっしょに、手軽に運動に取り組んだり、生活

リズムを整えていくことです。親子のふれあいの場をつくり、「すこやかキッズカード」をみながら、子ど

もや保護者への日常的にできるアドバイスをもとに、具体的な目標を立てて、手軽に取り組んでいただきた

いと思います。さあ、みんなで楽しく取り組みましょう。 

 

 

● 男女別学年別に測定値を集計し、実施

人数、平均値、標準偏差、Ｔスコア 1)

等を用いて、表・グラフを作成し分析

を行います。 

● データを集積していくことにより、経

年推移、子どもの成長記録と、その分

析結果を提供できます。 

 

 

 

 

 

 

● 体力・運動能力、健康生活の評価を、５つのニコニコマークを使って、わかりやすく表示し、アドバイ

スを加えます。 

● 体格：身長と体重のバランスをみるローレル指数 1)を示します。５段階の判定基準により、肥満度を評

価します。身長、体重を、男女別学年別の全国平均値 2)と比較します。 

● 体力・運動能力：測定値を種目共通のＴスコア 3)に換算して、レーダーチャートで表示します。これに

より､種目間のバランスを容易に評価できます。種目ごとに、男女別学年別の全国平均値 4)と比較します。 

● 健康生活：調査項目の５段階評価を行い、総合評価をレーダーチャートで表示します。 

 
1）ローレル指数：身長と体重からみた体格指標で、数字が大きいほど肥満を表わしている。 

2）身長、体重の全国平均値：文部科学省が毎年 10 月に公表する最新の学校段階別体格測定結果を用いている。 

3）Ｔスコア：測定項目の単位が異なる記録を相互に比較するために、各項目の平均を 50 点とし標準偏差を 10 点の拡がりに換算したもの。 

4）体力・運動能力の全国平均値：文部科学省が毎年 10 月に公表する最新の学校段階別新体力テスト結果を用いている。 

特 長 

幼少児の健康づくりシステム 

 

 ■ 集計・分析資料のご提供 

■ ｢すこやかキッズカード」のご提供



児童（高学年）の体格･体力･健康生活版 



■システムの流れ 

 

 

 

 

 

※お申込み： 電話、ＦＡＸ、電子メールにて、お申込みを受付けいたします。 

※調査票の送付： 生活調査票、測定記録表を送付します。 

※調査票の回収： 生活調査票、測定記録表に異常値と思われるデータがあれば、お問い合わせさせていただきます。 

※調査データ入力： 生活調査票、測定記録表のデータをコンピュータに入力します。 

※集計・分析： 調査データに基づき、集計分析資料、「すこやかキッズカード」を作成します。 

※資料ご送付： 集計・分析資料、「すこやかキッズカード」を送付します。 

※カードご確認： 個人データに誤り、不具合が見つかった時には、「カード」を無料で訂正し、再発行します。 

※諸経費： データ入力、結果分析、集計・分析資料、「すこやかキッズカード」作成にあたり、実費分を申し受けます。 

■ 個人情報保護方針 

すこやかキッズ体力研究会（以下、研究会と略す）では、個人情報の重要性を認識し、個人情報保護に関する関係法令に則し、

以下の取り組みを実施いたしております。  

・幼少児の健康づくりシステムを利用する際に必要な個人情報は、氏名、性別、年齢、在籍クラス、および体格、体力・運動能力の測定

値、健康生活の調査データとします。氏名は、在籍番号等に置き換えることも可能です。 

・研究会は、個人情報を「すこやかキッズカード」および集計分析資料の作成、健康・体力づくりに関する調査研究の目的以外には使用

いたしません。 

・研究会は、皆さまのご承諾がない限り、個人名および個人が特定される情報を第三者に開示・公表いたしません。 

・研究会は、個人情報の紛失、不正コピー、改変を防止するために、個人情報は部外からアクセスできない安全な環境下に厳重に管理い

たします。 

 

 

 

会 長 前橋 明（早稲田大学 教授） 

     〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島２－５７９－１５ 早稲田大学 人間科学学術院 

     TEL・FAX：０４－２９４７－６９０２ 

委員長 田中 光（流通経済大学 教授） 

委 員 岩城 淳子（白鷗大学 教授）、米谷 光弘（西南学院大学 教授）、 

浅川 和美（山梨大学 教授）、原田 健次（仙台大学 教授）、 

木戸 啓子（倉敷市立短期大学 教授）、石井 浩子（京都ノートルダム女子大学 准教授）、

泉  秀生（東京未来大学 講師）、永井 伸人（大阪成蹊短期大学 講師）、 

有木 信子（元 作陽保育園園長）、松永 幸子（元 丸亀市立城南保育所所長）、 

鵜飼 真理子（社会福祉法人 心育会）、 

越智 正篤（NPO 法人 S-pace 理事長、有限会社フィールド・オブ・ゆう 代表取締役）、 

行天 達也（有限会社フィールド・オブ・ゆう 講師、イラストレーター） 

〈お問い合わせ・お申し込み先〉 

事務局 生形
うぶかた

 直也（東京理科大学ベンチャー企業 株式会社エクサ 代表取締役社長）  

    〒162-8601 東京都新宿区神楽坂１－３ 東京理科大学内 株式会社エクサ 

    TEL：０３－５２０６－６５７１  FAX：０３－５２０６－６５７２ 

E-mail：info@skitai.org 

URL:http://www.skitai.org

すこやかキッズ体力研究会 
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